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「農福連携全国フォーラム２０２３ｉｎぎふ」の開催について 

  

県では、担い手不足が進む農業分野で、新たな人材として障がい者が活躍し、同時に自信

や生きがいを持って社会参画を実現していく取組みとして「農福連携」を推進しています。 

このたび、農福連携の取組みを全国へ発信するため、フォーラムを下記のとおり開催しま

す（なお、参加者の募集については、終了しております。）。 

 

記 

 

１ 日   時  令和５年１０月２８日（土）１０時１０分～１７時００分  

 

２ 場   所  岐阜県庁 ２０階会議室 

 

３ 主   催  （一社）日本農福連携協会※１、岐阜県 

 

４  参加予定者   農福連携事業者、自治体等関係者 約１５０名 

 

５ 内   容  〇 開会挨拶：(一社)日本農福連携協会会長理事 皆川
みながわ

 芳嗣
よしつぐ

 

岐阜県知事 古田 肇 

〇 来賓挨拶：東海農政局長 森
もり

 重樹
し げ き

 

〇 「ぎふノウフクサポーター」※２登録証授与式（授与者：岐阜県知事） 

〇 基調講演：社会福祉法人 こころみる会（栃木県） 

〇 事例発表 

①社会福祉法人たんぽぽ福祉会（恵那市） 

②特定非営利活動法人 農スクール（神奈川県） 

③帝人ソレイユ株式会社（千葉県） 

④大隅半島ノウフクコンソーシアム（鹿児島県） 

⑤県を跨いだ事業者による新商品開発の連携 

・中電ウイング（株）（可児市）＆（株）ココトモファーム（愛知県）  

・ＪＡめぐみの（関市）＆（株）八天堂ファーム（広島県） 

〇 行政施策説明：農林水産省、厚生労働省、法務省、文部科学省 

 

 

令和５年１０月２０日（金） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電話番号 

農業経営課 

担い手対策室 
就農支援係 稲垣・丹羽 

内線 4091 

直通 058-272-8421 

FAX 058-278-2686 

別紙 



 

※１ （一社）日本農福連携協会 

・企業・団体・個人・各都道府県など多様な分野から構成され、全国の農福連携に関

わる団体を包括するプラットフォーム。 

・会長理事 皆川 芳嗣 

・会  員 民間企業や団体 正会員数  ７０ 

 

※２ 「ぎふノウフクサポーター」 

・令和５年４月に農福連携により生産された農産物・加工品（ノウフク商品）の取引

拡大や消費者への認知度向上を図るため、創設した登録制度。 

・ノウフク商品を積極的に取り扱う意向を有する企業・団体等を「ぎふノウフクサポ

ーター」として登録。 

・本フォーラムで申請企業を「ぎふノウフクサポーター」として発表し、登録証を授

与する。 

・申請企業２６社（Ｒ５．１０．１８時点）。 

   

 


